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消
防
組
合
で
は
火
災
な
ど
の

災
害
情
報
を
、
電
子
メ
ー
ル
で

配
信
し
て
い
ま
す
。

【
配
信
情
報
】

　
佐
倉
市
・
八
街
市
・
酒
々
井

町
で
発
生
し
た
火
災
・
救
助
・

救
急
支
援
な
ど
、
消
防
車
が
出

動
す
る
災
害
。

【
登
録
方
法
】

①https://fire.m
ail-dpt.

jp/sakura

に
ア
ク
セ
ス
し
て

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す
る
。

ま
た
は
、sa

k
u
ra
fi
re
@

en
try-f.m

ail-d
p
t.jp

に

空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
。

※

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

②
仮
登
録
メ
ー
ル
が
届
い
た

ら
、
記
載
さ
れ
て
い
る
U
R
L

に
ア
ク
セ
ス
す
る
。

③
情
報
が
必
要
な
地
域
（※

）

を
選
択
し
て
本
登
録
を
す
る
。

※

地
域
は
、
佐
倉
市
・
八
街
市
・

酒
々
井
町
の
各
全
域
の
情
報
の

ほ
か
、
住
居
表
示
単
位
で
も
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　　

※

本
登
録
は
、
仮
登
録
メ
ー
ル

が
届
い
て
か
ら
30
分
以
内
に
行

っ
て
く
だ
さ
い

●
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
を
さ
れ
て

い
る
方
は
、
事
前
にsakura-

fire@
info.m

ail-dpt.jp

か
ら

の
メ
ー
ル
を
受
信
で
き
る
よ
う

に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

●
登
録
料
・
情
報
料
は
か
か
り

ま
せ
ん
が
、
登
録
画
面
へ
の
ア

ク
セ
ス
や
メ
ー
ル
受
信
に
か
か

る
通
信
料
は
利
用
者
負
担
と
な

り
ま
す
。

●
災
害
情
報
は
、  

夜
間
（
深
夜
）

に
も
配
信
さ
れ
ま
す
。

　
　
＊　
＊　
＊　
＊

■
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
指
揮
指
令
課　

1
０
４
３（
４
８
１
）０
１
１
９

　
職
場
や
学
校
、 

外
出
先
な
ど
、

自
宅
か
ら
離
れ
た
場
所
に
い
る

と
き
に
、
大
規
模
な
災
害
が
発

生
す
る
と
、
公
共
交
通
機
関
が

運
行
を
停
止
し
、
自
宅
へ
帰
る

こ
と
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
で
は
、
内
閣
府
の

推
計
で
千
葉
県
内
に
お
い
て
約

52
万
人
の
帰
宅
困
難
者
が
発
生

し
た
と
さ
れ
、
県
内
の
一
部
の

駅
周
辺
で
は
混
乱
も
生
じ
ま
し

た
。む

や
み
に
移
動
を
開
始
し
な
い

　
地
震
等
が
発
生
し
た
直
後
、

多
く
の
人
々
が
一
斉
に
徒
歩
帰

宅
を
始
め
た
場
合
、
路
上
や
鉄

道
駅
周
辺
で
は
大
混
雑
が
発
生

し
、
集
団
転
倒
に
ま
き
込
ま
れ

た
り
、
火
災
や
沿
道
の
建
物
か

ら
の
落
下
物
等
に
よ
り
負
傷
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
安
全
な
場
所
に
と

ど
ま
り
、
落
ち
着
い
て
交
通
情

報
や
被
害
情
報
等
を
確
認
し
、

適
切
な
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

○
ま
ず
は
自
身
の
身
の
安
全
を

確
保
し
ま
し
ょ
う
。

○
慌
て
て
移
動
を
開
始
す
る
の

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
家
族
の
安
否
や
自
宅
の
無
事

を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

○
交
通
機
関
の
情
報
や
道
路
の

被
害
状
況
な
ど
を
入
手
し
ま
し

ょ
う
。

○
周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
、
安

全
を
最
優
先
に
行
動
し
ま
し
ょ

う
。

※

発
災
直
後
の
安
否

確
認
の
手
段
と
し
て
、

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ

ル
171（
一
般
電
話
）、

災
害
用
伝
言
板
（
携

帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
）、
w
e
b
171

（
パ
ソ
コ
ン
）
な
ど
が

利
用
で
き
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
毎
月
１
日
や
防
災
週

間
（
８
月
30
日
〜
９
月
５
日
）

な
ど
に
体
験
利
用
が
可
能
で
す
。

※

鉄
道
や
道
路
の
情
報
は
、
千

葉
県
の
防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

や
鉄
道
各
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

携
帯
電
話
に
も
対
応
し
て
い
ま

す
の
で
、
外
出
先
で
も
情
報
を

入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

安
全
な
徒
歩
帰
宅
の
た
め
に

　
外
出
先
で
帰
宅
困
難
と
な
っ

た
場
合
を
想
定
し
、
日
ご
ろ
か

ら
徒
歩
帰
宅
や
一
時
的
な
避
難

に
備
え
て
必
要
な
物
資
等
を
準

備
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

○
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち

歩
き
ま
し
ょ
う
。

○
職
場
な
ど
に
歩
き
や
す
い
ス

ニ
ー
カ
ー
や
懐
中
電
灯
、
手
袋
、

飲
料
水
や
食
糧
な
ど
を
用
意
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
事
前
に
発
災
時
の
安
否
確
認

の
方
法
や
集
合
場
所
を
家
族
で

話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
徒
歩
や
バ
ス
に
よ
り
帰
宅
経

路
の
状
況
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

○
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

徒
歩
帰
宅
者
支
援
の
取
り
組
み

　
千
葉
県
を
含
む
九
都
県
市
で

は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
と
徒
歩
帰

宅
支
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
店
舗
で
は
、
水
道

水
や
ト
イ
レ
の
提
供
の
ほ
か
、

道
路
交
通
情
報
な
ど
を
可
能
な

範
囲
で
提
供
し
て
頂
け
ま
す
。

　
こ
う
し
た
店
舗
に
は
、｢

災
害

時
帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ス
テ
ッ
カ
ー｣

が
掲
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

※

店
舗
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど

の
被
害
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

支
援
が
実
施
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
九
都
県
市
と
は
、  

千
葉
県
、

埼
玉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、 

千
葉
市
、  
さ
い
た
ま
市
、
横
浜

市
、
川
崎
市
、
相
模
原
市
を
い

い
ま
す
。

災害時帰宅支援
ステーションステッカー

むやみに移動を開始せず、
落ち着いた行動を

災
害
情
報
を
電
子
メ
�
ル
で
配
信
中

登
録
が
必
要
で
す
！

災
害
情
報
を
電
子
メ
�
ル
で
配
信
中

登
録
が
必
要
で
す
！

災
害
情
報
を
電
子
メ
�
ル
で
配
信
中

登
録
が
必
要
で
す
！

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成
24

年
10
月
１
日
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
Ｎ
Ｈ

Ｋ
が
中
心
と
な
っ
て
始
ま
っ
た

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
安
否
情
報
の

登
録
は
で
き
ず
、
検
索
の
み
の

サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
各
社
の
情

報
を
一
括
で
検
索
で
き
る
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
「
電
話
番
号
」 

ま
た
は 「
氏

名
」
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
各

通
信
会
社
が
提
供
す
る
災
害
用

伝
言
版
、
各
企
業
・
団
体
が
提

供
す
る
安
否
情
報
（
テ
キ
ス
ト

情
報
）
を
一
括
で
検
索
し
、
結

果
を
ま
と
め
て
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

安
否
情
報
ま
と
め
て
検
索
﹁J

-
a
n
p
i

﹂

安
否
情
報
ま
と
め
て
検
索
﹁J

-
a
n
p
i

﹂

[J-anpiの検索ページ]
http://anpi.jp/

９月１日、防災の日！

災害発生時の心得 

９月１日、防災の日！

災害発生時の心得 

９月１日、防災の日！

災害発生時の心得 

　

な
お
、
安
否
情
報
の
検
索

は
、
パ
ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
に
対
応
し
た
携

帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
可
能
で
す
。

▲QRコード

○
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

○
千
葉
県
石
油
商
業
組
合
に
加
盟
す
る
県
内
の

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
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千
葉
県
で
は
現
在
、
日
本
医
科

大
学
千
葉
北
総
病
院
と
君
津
中
央

病
院
を
基
地
と
し
て
、
２
機
の
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
が
運
航
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は
、
救
急
専

用
の
医
療
機
器
等
を
装
備
し
、
医

師
及
び
看
護
師
が
同
乗
す
る
も
の

で
、
消
防
機
関
等
の
要
請
に
よ
り

出
動
し
、
臨
時
離
着
陸
場
に
お
い

て
、
救
急
隊
と
連
携
し
て
生
命
の

危
機
が
切
迫
し
て
い
る
重
症
患
者

に
速
や
か
な
救
命
処
置
を
行
う
こ

と
の
で
き
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
言

い
ま
す
。

　
消
防
組
合
管
内
で
は
、
平
成
22

年
中
に
は
143
件
、
平
成
23
年
中
に

は
177
件
、
平
成
24
年
中
に
は
209
件

の
要
請
に
対
し
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

が
出
動
し
て
い
ま
す
。

　
管
内
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
臨
時
離

着
陸
場
は
、
佐
倉
市
内
で
48
箇

所
、
八
街
市
内
で
19
箇
所
、
酒
々

井
町
内
で
７
箇
所
が
指
定
さ
れ
て

い
て
、
主
に
小
・
中
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
公
共
の
広
場
等
を
利
用

し
て
い
ま
す
が
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

が
離
着
陸
す
る
際
に
発
生
す
る
ダ

ウ
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
（
ロ
ー
タ
ー
が

起
こ
す
吹
き
降
ろ
し
気
流
）
に
よ

る
砂
ぼ
こ
り
等
が
発
生
し
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
事
案
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
消
防
組
合
で
は
砂
ぼ
こ
り
等
の

発
生
を
最
小
限
に
防
止
す
る
た
め
、

消
防
隊
に
よ
り
散
水
作
業
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、

広
報
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
臨
時
離
着
陸

場
は
、
救
急
出

動
現
場
か
ら
最

も
近
い
場
所
で

は
な
く
、
安
全

確
保
に
当
た
る

消
防
隊
が
い
ち

早
く
臨
時
離
着

陸
場
に
到
着
で

き
る
場
所
を
選

ん
で
決
定
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
市
民

の
皆
様
の
ご
理

解
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
佐
倉
IC
〜
四
街

道
IC
間
、
富
里
IC
〜
成
田
IC
間

が
約
 
㎞
な
の
に
対
し
て
、
佐

倉
IC
〜
富
里
IC
間
は
約
　
㎞
あ

り
、
こ
の
間
で
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
場
所
に
よ
っ
て
他
区

間
よ
り
現
場
到
着
に
時
間
を
要

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
25
年

４
月
10
日
、
酒
々
井
IC
が
開
通

し
た
こ
と
に
伴
い
、
現
場
到
着

時
間
の
短
縮
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
酒
々
井
IC
は
、
佐
倉
IC
か
ら

約
　
㎞
、
富
里
IC
ま
で
　
㎞
の

地
点
に
あ
り
、KP
（
キ
ロ
ポ
ス
ト
）

　
火
災
発
生
件
数
は
64
件
で
、
前

年
と
比
較
し
て
８
件
増
加
し
て
い

ま
す
。
火
災
種
別
ご
と
の
火
災
発

生
件
数
は
、
建
物
火
災
が
29
件
、

林
野
火
災
が
４
件
、
車
両
火
災
が

７
件
、
そ
の
他
火
災
が
24
件
で
す
。

建
物
火
災
の
出
火
原
因
別
で
は

「
放
火
（
放
火
の
疑
い
を
含
む
。）」

に
よ
り
発
生
し
た
火
災
が
最
も
多

く
10
件
、
次
い
で
「
コ
ン
ロ
」
が

５
件
、「
そ
の
他
の
原
因
に
よ
る

火
災
」
が
11
件
、「
不
明・調
査
中
」

が
３
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。　　
　

　
救
急
出
場
件
数
は
５
，７
０
７

件
で
、
前
年
と
比
較
し
て
340
件
の

増
加
で
あ
り
、
構
成
市
町
別
に
み

る
と
佐
倉
市
が
３
，５
０
２
件
で

163
件
の
増
加
、
八
街
市
が
１
，７

４
３
件
で
123
件
の
増
加
、
酒
々
井

町
が
462
件
で
54
件
の
増
加
で
す
。

平
成
25
年
前
期
の
災
害
発
生
状
況

（
1
月
〜
6
月
末
日
）

平
成
25
年
前
期
の
災
害
発
生
状
況

（
1
月
〜
6
月
末
日
）

災
害
対
応
時
間
の
短
縮

〜
酒
々
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
　
）開
通
〜

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

離
着
陸
に
ご
理
解
を
！

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

離
着
陸
に
ご
理
解
を
！

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

離
着
陸
に
ご
理
解
を
！

●応援出動について●

　
事
故
種
別
で
は
「
急
病
」
が
最

も
多
く
３
，６
４
５
件
、次
い
で
「
一

般
負
傷
」
746
件
、「
交
通
事
故
」

が
560
件
で
す
。

　
救
助
出
動
件
数
は
、
77
件
で
前

年
と
比
較
し
て
47
件
の
増
加
で
あ

り
、
構
成
市
町
別
に
み
る
と
佐
倉

市
が
41
件
、八
街
市
が
29
件
、酒
々

井
町
が
７
件
で
す
。

※

救
助
出
動
件
数
の
増
加
は
、
119

番
通
報
の
受
付
が
「
ち
ば
消
防
共

同
指
令
セ
ン
タ
ー
」
へ
移
行
し
た

こ
と
に
伴
う
、
指
令
判
断
基
準
の

変
更
に
よ
る
も
の
で
す
。

に
よ
り
区
分
け
し
て
い
る
出
動

管
轄
エ
リ
ア
も
、
こ
れ
ま
で
富

里
市
消
防
本
部
の
管
轄
エ
リ
ア

で
あ
っ
た
〝
上
り
〞
富
里
IC
〜

佐
倉
IC
の
一
部
区
間
（
酒
々
井

IC
〜
佐
倉
IC
）
が
当
消
防
組
合

の
管
轄
と
な
り
ま
す
。

　
高
速
道
路
で
交
通
事
故
等
が

発
生
す
る
と
、
緊
急
走
行
に
も

危
険
が
伴
い
ま
す
。
消
防
組
合

で
は
、
安
全
第
一
を
心
掛
け
て

い
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
理
解
と
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
25
年
４
月
１
日
か

ら
、「
ち
ば
消
防
共
同
指
令

セ
ン
タ
ー
」
の
本
格
運
用

が
開
始
さ
れ
、
現
在
、
佐

倉
市
・
八
街
市
・
酒
々
井

町
を
含
む
千
葉
県
の
北
東

部
・
南
部
の
20
消
防
本
部

管
轄
地
域
か
ら
の
119
番
通

報
は
す
べ
て
「
ち
ば
消
防

共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
」
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
各
消
防

本
部
の
連
携
及
び
情
報
の

共
有
が
可
能
と
な
り
、
隣

接
消
防
本
部
の
出
動
状
況

等
に
つ
い
て
速
や
か
に
情

報
が
入
り
、
応
援
体
制
が

さ
ら
に
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
消
防
組
合
管
内
に
は

11
台
の
救
急
車
が
待
機
し

て
い
ま
す
が
、
救
急
出
動

が
重
な
り
救
急
車
が
全
て

出
動
し
た
場
合
等
に
は
、

出
動
可
能
な
隣
接
消
防
本

部
の
救
急
車
が
応
援
出
動

し
て
来
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
災
害
が
多
発

し
全
て
の
消
防
車
が
出
動

し
た
場
合
も
同
様
で
す
。

　
各
消
防
本
部
で
は
、
応

援
出
動
の
要
請
が
あ
れ
ば
、

隣
接
消
防
本
部
の
管
轄
地

域
へ
も
で
き
る
限
り
早
く

現
場
到
着
で
き
る
よ
う
準

備
を
し
て
い
ま
す
が
、
現

場
に
最
も
近
い
消
防
署
か

ら
の
出
動
と
違
い
到
着
ま

で
に
時
間
を
要
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
救
急
出
場
件
数
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
救
急

車
の
適
正
利
用
に
引
き
続

き
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

富里市
消防本部

酒々井
消防署

佐倉
消防署

酒
々
井
IC

富
里
IC

佐
倉
IC

点線・・・開通前　実線・・・開通後

←至成田 至千葉→

▲酒々井インターチェンジ
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「
自
分
の
家
は
火
事
に

な
ら
な
い
」
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？
し
か
し
火
災

は
起
き
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
建
物
火
災
に
お

け
る
死
者
の
約
９
割
は
住

宅
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
と
し
て
「
逃
げ

遅
れ
」
の
割
合
が
約
６
割

と
非
常
に
高
く
な
っ
て
お

り
、
ま
た
、
死
者
の
約
６

割
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
、
発
生
す
る
の
は
主
に

就
寝
時
間
帯
で
す
。
今
後
、

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

さ
ら
な
る
増
加
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、

火
災
発
生
を
早
く
知
り
、

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
が

無
く
な
る
よ
う
に
消
防
法

が
改
正
さ
れ
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
義
務
化

に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年

６
月
に
全
国
す
べ
て
の
住

宅
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
設
置
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
速
や
か
に
設

置
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
　
な
お
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等

の
共
同
住
宅
で
自
動
火
災

報
知
設
備
を
設
置
し
て
あ

る
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

【
就
寝
中
の
居
住
者
が
警

報
音
で
目
覚
め
、
避
難
で

き
た
主
な
事
例
】

　
ベ
ッ
ド
脇
の
床
面
に
火

の
つ
い
た
蚊
取
り
線
香
を

置
い
て
就
寝
中
、寝
返
り

を
う
っ
た
際
に
布
団
が
落

下
、
蚊
取
り
線
香
に
接
触

し
た
た
め
出
火
し
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
警
報

音
で
目
が
覚
め
、
布
団
を

台
所
の
流
し
に
持
っ
て
行

き
、
水
道
水
で
消
火
し
た

（
神
奈
川
県
）

　
て
ん
ぷ
ら
油
が
入
っ
た

鍋
を
加
熱
し
た
ま
ま
隣
室

で
う
た
た
寝
を
し
て
し
ま

っ
た
た
め
出
火
し
、住
宅

用
火
災
警
報
器
の
警
報

音
で
目
を
覚
ま
し
、
濡
れ

た
タ
オ
ル
と
消
火
器
で
消

火
し
た
。

（
東
京
都
）

　

居
住
者
が
就
寝
中
、
た

ば
こ
の
不
始
末
で
併
用
住

宅
の
事
務
所
部
分
か
ら
出

火
し
、
階
段
室
に
設
置
し

て
い
た
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
警
報
音
で
目
を
覚
ま

し
、
１１９
番
通
報
を
行
い
消

火
し
た
。
焼
損
は
事
務
所

内
部
の
み
で
済
ん
だ
。

（
栃
木
県
）

▲救急の日ポスター

　
９
月
９
日
は
救
急
の
日
で
す
。

　
そ
し
て
、こ
の
日
を
含
む
１

週
間（
９
月
８
日（
日
）か
ら
９

月
14
日（
土
）ま
で
）は
、救
急

医
療
及
び
救
急
業
務
に
対
す
る

国
民
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を

深
め
、か
つ
救
急
医
療
関
係
者

の
意
識
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、救
急
医
療
週
間
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
組
合
で
は
救
急
の
日
及

び
救
急
医
療
週
間
の
広
報
活
動

と
し
て
次
の
と
お
り「
救
急
フ

ェ
ア
」を
開
催
し
ま
す
。皆
様
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
日
時
〉

平
成
25
年
９
月
７
日（
土
）

11
時
00
分
〜
13
時
00
分

〈
場
所
〉

酒
々
井
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト

〈
内
容
〉

①
応
急
手
当
の
実
技
指
導（
心

肺
蘇
生
法
）

②
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
広
報

活
動

※

千
葉
県
Ｐ
Ｒ
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー｢

チ
ー
バ
く
ん｣
、

酒
々
井
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー「
井
戸
っ
こ（
し
す
い
ち

ゃ
ん
）」が
登
場
し
ま
す
。

③
救
急
車
両
展
示
と
写
真
撮
影

④
模
擬
電
話
に
よ
る
119
番
通
報

訓
練

⑤
広
報
用
物
品
の
配
布

※

雨
天
の
場
合
、内
容
を
変
更

し
て
開
催
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
警
防
課
救
急
救
助
係

1
０
４
３（
４
８
１
）１
２
４
８

住
宅
用
火
災
警
報
器

お
手
柄
事
例

（
総
務
省
消
防
庁
資
料
）

住宅用火災警報器の設置が義務化されています住宅用火災警報器の設置が義務化されています住宅用火災警報器の設置が義務化されています

「
救
急
フ
ェ
ア
開
催
」

　
高
温
多
湿
の
環
境
の
も
と
で

体
内
の
水
分
、
塩
分
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
た
り
、
体
温
を
調
節

す
る
機
能
が
働
か
な
く
な
る
な

ど
し
て
起
こ
る
障
害
で
、
左
図

の
よ
う
な
症
状
が
出
現
し
、
Ⅰ

度
、
Ⅱ
度
、
Ⅲ
度
と
進
行
し
て

い
き
ま
す
。

熱
中
症
と
は

熱
中
症
を

　

疑
っ
た
ら

　
涼
し
い
環
境
（
日
陰
や
ク
ー

ラ
ー
の
効
い
た
部
屋
等
）
へ
避

難
し
、
衣
服
を
脱
が
し
て
皮
膚

を
濡
ら
し
、
う
ち
わ
で
仰
い
だ

り
、
扇
風
機
の
風
を
当
て
体
温

を
下
げ
ま
し
ょ
う
。
氷
嚢
が
あ

れ
ば
首
、
わ
き
の
下
、
太
も
も

の
付
け
根
な
ど
に
当
て
て
冷
却

●意識障害　●高体温
●けいれん

Ⅲ度

Ⅰ度 ●めまい　●失神　●筋肉痛
●筋肉の硬直　●大量の発汗

Ⅱ度 ●気分不快　●倦怠感　●頭痛
●嘔吐　●虚脱

救急車が必要なとき

●Ⅰ度の症状があり、冷却、水分補給を
　行っても改善しないとき

●Ⅱ度の症状があり自分で水分補給を
　できないとき

●Ⅲ度の症状があるとき

　

平
成
25
年
６
月
９
日
に
高

崎
川
南
街
区
公
園
一
帯
を
会

場
と
し
、
平
成
25
年
度
佐
倉

市
水
防
訓
練
が
実
施
さ
れ
佐

倉
消
防
署
救
助
隊
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
こ
の
水
防
訓
練
と
は
、
集

中
豪
雨
や
台
風
な
ど
風
水
害

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
時
期

に
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織

や
関
係
機
関
な
ど
が
連
携
し

て
訓
練
を
実
施
し
、
風
水
害

水
防
訓
練

に
参
加
！

に
よ
る
被
害
の
防
止
、
軽
減
を

図
る
た
め
に
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
高
崎
川
で
遊
覧
し

て
い
た
屋
形
船
が
転
覆
し
、
十

数
名
が
船
か
ら
投
げ
出
さ
れ
た

と
の
想
定
で
訓
練
が
実
施
さ
れ
、

ボ
ー
ト
隊
及
び
潜
水
隊
に
よ
る

要
救
助
者
の
救
助
活
動
、
負
傷

者
多
数
の
た
め
救
急
隊
に
よ
る

ト
リ
ア
ー
ジ
な
ど
本
番
さ
な
が

ら
の
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
　

佐
倉
市
で
は
、
平
成
13
年
10

月
10
日
の
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て

多
く
の
家
が
床
上
、
床
下
浸
水

す
る
と
い
う
被
害
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
河
川
改
修
、
下
水
路

の
整
備
に
よ
り
こ
う
い
っ
た
水

害
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

近
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
突
発

的
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

各
家
庭
に
お
い
て
も
、
お
住
ま

い
の
市
・
町
で
作
ら
れ
て
い
る

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を

活
用
し
避
難
場
所
や
避
難
経
路

の
確
認
な
ど
、
も
し
も
の
時
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

し
ま
す
。

　
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
る

場
合
は
冷
た
い
水
（
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
等
が
最
適
）
を
与
え
、

呼
び
か
け
に
反
応
が
悪
い
場
合
、

反
応
が
な
い
場
合
や
吐
き
気
を

訴
え
て
い
る
場
合
は
口
か
ら
の

水
分
補
給
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　
冷
房
の
使
用
を
躊
躇
し
て
熱

中
症
に
な
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
ま
す
。
無
理
を
せ
ず

気
温
が
高
い
日
は
冷
房
を
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

　
日
中
炎
天
下
で
の
運
動
、
作

業
中
の
水
分
補
給
（
塩
分
等
を

含
む
も
の
）
は
も
ち
ろ
ん
、
屋

内
で
の
作
業
や
普
段
の
生
活
の

中
で
も
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を

行
い
熱
中
症
の
予
防
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

季節も秋に近づいてきましたが、
気温の高い日が続いており、
熱中症にはまだまだ注意が必要です。
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消
防
組
合
議
会
議
員
が

改
選
さ
れ
ま
し
た

◆
酒
々
井
町
議
会
選
出

【
就
任
】

平
成
25
年
４
月
24
日

平
澤 

昭
敏 

氏

越
川 

廣
司 

氏

【
退
任
】

平
成
25
年
４
月
23
日

川
島 

邦
彦 

氏

内
海 

和
雄 

氏

◆
佐
倉
市
議
会
選
出

【
就
任
】

平
成
25
年
５
月
22
日

柏
木 

惠
子 

氏

桐
生 

政
広 

氏

望
月 

清
義 

氏

【
退
任
】

平
成
25
年
５
月
21
日

小
須
田 

稔 

氏

冨
塚 

忠
雄 

氏

中
村 

孝
治 

氏

　
な
お
、７
月
９
日
付
け

で
、議
長
に
桐
生
政
広
氏

が
就
任
し
ま
し
た
。

消
防
組
合
の
監
査
委
員
が

改
選
さ
れ
ま
し
た

◇
議
会
選
出

【
就
任
】

平
成
25
年
７
月
９
日

越
川 

廣
司 

氏

【
退
任
】

平
成
25
年
４
月
23
日

内
海 

和
雄 

氏

　

平
成
24
年
９
月
か
ら

行
っ
て
い
ま
し
た
八
街

消
防
署
八
街
南
部
出
張

所
庁
舎
耐
震
補
強
工
事

が
竣
工
し
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
中
は
、
ご

不
便
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
住
民

の
安
心
・
安
全
を
第
一

に
考
え
、
防
災
拠
点
と

し
て
の
役
割
を
十
分
果

た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
６
月
11
日
、
千
葉

県
消
防
学
校
に
お
い
て
第
38
回

消
防
救
助
技
術
千
葉
県
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
救
助
活
動
に

欠
か
せ
な
い
体
力
・
精
神
力
・

技
術
力
を
養
う
目
的
で
、
県
内

の
消
防
救
助
隊
員
が
集
ま
り
日

ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
競
う
大

会
で
す
。
当
消
防
組
合
か
ら
も

29
名
の
救
助
隊
員
が
出
場
し
、

好
成
績
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

○
千
葉
県
大
会
入
賞
者

ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出 

第
４
位

　

深
山
知
宏
・
石
塚
誠
二

　

井
上　

強
・
佐
藤
文
哉

　
４
人
１
組
で
20
ｍ
の
水
平
に

張
ら
れ
た
ロ
ー
プ
を
渡
り
、
対

面
す
る
塔
に
進
入
し
て
救
助
を

待
つ
人
を
救
出
し
脱
出
す
る
ま

で
の
安
全
確
実
性
と
タ
イ
ム
を

競
い
ま
す
。

※
７
月
24
日
に
横
浜
市
で
開
催

さ
れ
た
「
第
42
回
消
防
救
助
技

術
関
東
地
区
指
導
会
」
に
千
葉

県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
第
２

位
に
入
賞
。
８
月
22
日
に
広
島

市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
42
回
全

国
消
防
救
助
技
術
大
会
」
に
出

場
し
ま
し
た
。

ほ
ふ
く
救
出 

第
１
位

　

間
野
今
夫
・
為
田　

惟

　

荻
島
規
之

　

３
人
１
組
で
狭
い
ト
ン
ネ
ル

を
検
索
し
て
逃
げ
遅
れ
た
人
を

救
出
す
る
ま
で
の
安
全
確
実
性

と
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。

※
「
第
42
回
全
国
消
防
救
助
技

術
大
会
」
に
千
葉
県
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
２
月
13
日
・
27
日
、

３
月
６
日
の
３
日
間
、
佐
倉
市

消
防
団
女
性
部
応
急
手
当
普
及

員
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
講
し
た
佐
倉
市
消
防
団
女

性
部
７
名
は
全
員
上
級
救
命
講

習
を
受
講
済
み
で
す
が
、
応
急

手
当
普
及
員
は
救
命
講
習
の
内

容
に
加
え
、
解
剖
・
生
理
学
な

ど
の
基
礎
医
学
等
、
さ
ら
に
詳

し
い
知
識
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
の
指

導
要
領
も
学
び
ま
す
。
わ
か
り

や
す
い
丁
寧
な
説
明
、
そ
し
て

一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
活
か
し

た
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
法
の
習
得

を
目
指
し
、
３
日
間
真
剣
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

最
後
に
効
果
測
定
（
確
認
試

験
）
を
行
い
、
７
名
全
員
が
合

格
。
消
防
組
合
初
の
応
急
手
当

普
及
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
今

後
は
佐
倉
市
消
防
団
員
の
普
通

救
命
講
習
会
等
で
消
防
組
合
応

急
手
当
指
導
員
と
と
も
に
応
急

手
当
の
指
導
を
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

「八街消防署八街南部出張所庁舎
　耐震補強工事完了のお知らせ」

佐
倉
市
消
防
団
女
性
部

初
の
応
急
手
当
普
及
員

誕
生
!!

消
防
救
助
技
術

千
葉
県
大
会

２
チ
ー
ム
入
賞
！

★
消
防
協
力
者
表
彰

　

佐
倉
消
防
署
長
表
彰

【
平
成
25
年
４
月
21
日
、佐
倉
市

城
で
発
生
し
た
建
物
火
災
に
お
け

る
消
火
協
力
】　
※
写
真
左
か
ら

溝
口　
仁　

 

さ
ん

溝
口　
ゆ 

き　

 

さ
ん

（
佐
倉
市
城
在
住
）

　消防活動にご協力いただいた方に、
消防組合から感謝状を贈りましたの
で、 ご紹介します。

ご協力
ありがとうございました

平成24年度情報公開制度及び個人情報保護制度の実施状況

実施機関名

管 理 者
議 会
監 査 委 員
合 計

請 求 件 数

24
0
0
24

公文書件数
全部開示 部分開示

24
0
0
24

3
0
0
3

21
0
0
21

不開示
（不存在など）

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

却　下 取下げ

情報公開制度
実施機関別公文書の開示請求件数と処理状況 （件）

※請求された公文書の主な内容…防火対象物、危険物施設、火災調査書類及び救急に関する文書など 
※情報公開審査委員に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

決定内容など

請 求 件 数

5 5

公文書件数
開　示 一部開示 不開示

0 5 0 0 0

却　下 取下げ

個人情報保護制度
自己情報の開示請求件数と処理状況 （件）

※請求された公文書の主な内容…火災調査書類及び救急に関する文書など 
※情報公開審査委員に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし
※口頭による開示請求…1件

決定内容など

ひ
ら
さ
わ　
あ
き
と
し

こ
し
か
わ　
ひ
ろ　
じ

か
わ
し
ま　
く
に
ひ
こ

う
ち
う
み　
か
ず　
お

か
し
わ
ぎ　
け
い　
こ

き
り
ゅ
う　

ま
さ
ひ
ろ

も
ち
づ
き　
せ
い　

ぎ

み
ぞ
ぐ
ち　

  

ひ
と
し

み
ぞ
ぐ
ち

  

こ　
す　
だ　
み
の
る

と
み
づ
か　

た
だ　
お

な
か
む
ら　
こ
う　
じ

こ
し
か
わ　
ひ
ろ　
じ

う
ち
う
み　
か
ず　
お
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